
佐那河内村教育大綱

〈大綱の位置づけ〉
佐那河内村教育大綱は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の３に基づき、佐那

河内村の教育が目指す基本的な方向を定め、今後推進すべき施策を明らかにするものです。

〈大綱の期間〉
令和８年度から令和１１年度まで（４年間）

〈基本理念〉

夢をもち 学び続ける喜びを育み

心豊かで健やかな人生の実現をめざす教育の創造

〈基本方針〉

１ 郷土に誇りを持ち「たくましく生きぬく力」を育む学校教育

本村の特色と魅力ある小中一貫教育を基盤に、一人ひとりの可能性を最大限伸ばすとともに、
郷土に誇りを持ち、変化の激しい時代をたくましく生きぬく力を育成します。また、主体的・対話的で
深い学びにより、確かな学力と健やかな体を育み、多様な体験的活動の中で豊かな人間性と社会
性を培います。こうした学びを礎に、子どもたちが幸せな未来を拓く学校教育を推進します。

【重点的な取組】
○ 「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の育成
○ 小中一貫教育を生かした特色と魅力ある学びの充実
○ 誰一人取り残さない多様な学びの推進
○ 教職員の専門性向上と協働体制の充実
○ 学びを支える持続可能な教育環境の充実

２ 村の資源を生かし「豊かな学びを創造」する社会教育

本村の地域資源を生かして郷土愛を育み、すべての世代が生涯にわたって学び続け、地域と共
に成長する豊かな学びを創ります。多彩な「学び」「体験」「交流」の場を提供することにより、生き
がいのある充実した人生の実現を支える社会教育を推進します。

【重点的な取組】
○ 公民館活動の促進と多世代の交流の場づくり
○ 人権が尊重される社会を築く人権教育の推進
○ 生涯を通じた健康づくりとスポーツ活動の活性化
○ 文化芸術の振興と未来へつなぐ継承の推進
○ 図書館を核とした豊かな読書活動の推進
○ 自然と文化を生かした体験的活動の充実

３ 行政とつながり「共に支え合う」地域・家庭教育の推進

家庭や地域が孤立することなく、行政や関係機関と力を合わせ、それぞれの役割を果たしながら
子どもたちの健やかな成長を見守り育みます。福祉や地域づくりの部局とも連携を深め、家庭・地
域・行政が一体となり、共に支え合う地域・家庭教育を推進します。

【重点的な取組】
○ 子どもの居場所づくりと孤立防止対策の推進
○ 家庭教育力を育む機会と支援体制の充実
○ 子どもの安全対策の徹底と体制整備
○ 未来を担う青少年の健全育成の推進
○ 安心と学びを支える放課後環境の充実


